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論 文 内 容 の 要 旨
本 論 文 は以 下 の よ うな6つ の 章 か らな るので あ る が 、 この うち5つ の 章 はか つ て雑 誌論 文 と し
て 公 表 され た もの を 再構 成 した の で ある 。 そ して最 後 の第6章 は本 論 文 で 初 め て 公 表 さ れ た もの
で あ る。
第1章 オ ラ ンダ共 和 国 の都 市 工業 と都 市 貴族 成 立 に つ いて は東 北 大 学 経 済 学会 研 究年 報 「経 済
学 」 に発 表 した2つ の 論 文 「オ ラ ンダ 「都 市工 業 」展 開 の歴 史 的 特 質 」(第24巻 第1号)、
「オ ラ ンダ共 和 国 に お け る都 市 貴族 成 立 に 関 す る 一 試論 」(第26巻 第3号)が 土 台 とな って い
る。 第2章17世 紀 オ ラ ンダの 「営 業 の 自由」 に つ い て も同 研 究 年 報 第25巻 第1号 の 「17世
紀 オ ラ ンダに お け る 「営 業 の 自由 」 に つい て の 一考 察 」 が土 台 と な って い る。 そ して 第3章 ピー
ター ・ ド ・ラ ・ク ール の 反独 占論 に つ いて は福 島大 学 経 済 学 会 誌 「商 学 論 集 」 第32巻 第4号 所
収 の同 名 論 文 を 加筆 訂 正 した もの で あ る 。第4章 コル ネ リス ・ピー テ ル ス ゾ ー ン ・ホ ー フ トの思
想 に つい て も同 学 会 誌 「商 学論 集 」 第35巻 第1号 所収 の 同名 論 文 を土 台 と した もの で あ る。 ま
た第5章 ヨハ ン ・ヨア ヒム ・ベ ッヒヤ ー の経 済 思 想 に つ い て も 「商 学 論 集 」 第36巻 第2号 所収
の論 文 を 土 台 と した もの で あ る。 最後 の第6章 ル イ ・ ド ・イ エ ー ルの 企 業 活 動 に つい て は本 論 文
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に お い て初 め て 公表 され た もの で あ る 。
本 論 文 は16世 紀 後 半 に スペ イ ンと の独 立戦 争 を 続 け な が らそれ まで の ヨー ロ ッパ 商 業 の遺産
を 引受 け、 そ れ に よ って か つ て み な か った規 模 の仲 継 商 業 国 とな ってい った オ ランダ共 和 国 の 初 期
資 本 主 義 の い くつか の 様相 の分 析 を行 な った 。 しか しな が ら申請 者 の 事 情 に よ りオ ラ ンダ初期 資
本 主義 活 動 の 中 で の金 融 商業 資 本 的側 面 の 分析 を行 な うこ とが で きな か った 。
む しろ 申請 者 が本 論 文 で 明 らか に しよ う と した の は オ ラ ンダ初 期 資 本 主 義 構 造 の 中 で 見 え か く
れ して いた 営 業 の 自 由 と独 占 と い う問 題 で あ り、 オ ラ ンダ共 和 国 を 中 心 に して 行 わ れ た 移 民 な い
し植 民 と い う近 世 初 期 に お いて 最 も ヨー ロ ッパ 的 とい え る経 済 社 会 現 象 の 解 明 で あ った 。即 ちオ
ラ ンダ初期 資 本 主 義 時 代 に この 自 由 と独 占 と い う言 葉 が 一 体 どの よ う に使 わ れ て い た の か、 それ
は ど の よ うな人 々 の経 済 活 動 の中 か ら生 れ て きた の か 、 そ して それ は どの よ うな 限界 を もつ もの
で あ ったか を歴 史 の 中 で 実 証 しよ うと した 。 また 移 民 、 植 民 に つ い て も この よ うな現 象 はむ しろ
ヨー ロ ッパ の国 民 国 家 成 立 に大 き な意 義 を も った こ と、 それ は決 して 海 外 植 民地 形 成 を も って終
って しま った の で は ない こ と、 ヨー ロ ッパ 内移 、 植 民 が それ に劣 らず 重 要 で あ った こ とを 一企 業
家 の活 動 を 中心 に して 眺 め られ る。
第1章 で はオ ラ ンダ初 期 資 本 主 義 に終 局 的 に 商 業 資 本 主 義 的性 格 を 与 え る こ とに な って い った
都 市工 業 の 確 立 と都 市 貴 族 成 立 が 扱 わ れ る。 ヨー ロ ッパ 近 世 初 期 に広 くみ られ た農 村 工業 の発 展
と い う現 象 は こ こで もみ られ た 。 しか しな が ら この 発 展 も特 権 都 市 の 圧 倒 的強 さに よ り、 イ ギ リ
スで み られ た よ うな 農 村 工 業 の 飛 躍 的 発 展 と い う経 過 を み る こ とな く、 一旦 農 村 で 培 わ れ た高 い
生 産 力 も再 び狭 い特 権都 市 の 内に 強 制 的 に押 込 め られ て しま う。 しか し都 市工 業 の確 立 も商 業 資
本 家 の 圧 倒 的地 位 と この 地 方 の地 理 的 条件 に よ って 原料 販 売 市場 を専 ら外 国 に求 め て ゆ くと い う
経 済 構 造 を 造 り上 げ る。 この よ うな 経 済 構 造 を 実質 的 に 動 か した の が 商業 資 本 家 を 中心 と した 都
市 貴 族 で あ った 。 彼 らこ そが 都 市 経 済 を 、 オ ラ ンダ初 期資 本 主義 を そ して オ ラ ンダ共 和 国 の政 治
を 担 って い った の で あ る 。
第2、3章 で は 商業 資 本 家 で あ りア ムス テ ル ダム都 市 貴族 の 一員 で もあ った ピー ター ・ド・ラ・
ク ール の営 業 の 自由=反 独 占論 が検 討 され る。彼 は ま ず織 物 工業 都 市 レィデ ンで 商 人 で あ る と と
もに製 造 業 者 と して の機 能 を 兼 ね て い た レーデ ル の 一人 と して 登 場 す る。 彼 の 『レイデ ンの 繁 栄 』
(1659年)は 正 に 織物 工業 都 市 レイ デ ンの新 興 製 造 業 者 の観 点 か ら行 った 独 占批 判 で あ った 。
彼 は レイデ ンの繁 栄 の た め に は こ この2つ の重 要 な 産 業 で あ る毛 織 物 製 造 業 、 レイデ ン大 学 に で
きるかぎ りの 自由 が、しか も製造 業 主 と学 生 に とっての 自由 が必 要 であ る とす る。 しか も彼 の 意 見 に
反 対 して厳 格 な 製造 業 規 制 に しが み つ い て い た の は 古 くか らの中 小 の 織 元 や 職 人 で あ った と い う。
ピー ター ・ ド・ラ ・ク ー ル は この よ うに して 規 制 体 系 と して の ギ ル ド、 ネ ー リ ング そ して 教授 会
の しか る べ き改 良 を 主 張 した 。 彼 の営 業 の 自由=反 独 占論 は第3章 で 扱 わ れ るrホ ラ ン ト ・西 フ
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リー ス ラ ン ト国 の健 全 な 政 治 的基 礎 並 び に原 理 指 示 録 』 で は州 規 模 の 観 察 が 行 な わ れ る こ とに な
る。 こ の著 書 で も彼 の論 難 した もの は 当時 オ ラ ンダ に あ って 独 占 の牙 城 と みな され て い た 東 イ ン
ド会社 で あ り、 さ らに そ れ に 続 く各種 会 社 、 ギ ル ドそ して 政 党 と して のオ ラ ンニ ェ派 で あ った 。
彼 は こ こで も工業 と商 業 の保 護 育 成 、 ホ ラ ン ト州 の 経 済 的 繁 栄 に は不 可欠 な 外 国人 職 入 の受 入 れ
と営 業 の 自由 の許 可 を主 張 して い る。 しか し彼 は 自分 の 階 級 に は比 較 的 忠 実 で あ った。 そ れ は彼
の職 人=貧 民観 、租 税 論 で 明 らか に な る。 前 者 につ いて は彼 は努 め て 彼 等 を 理解 し よ う とは せ ず、
後 者 に つ い て は職 人 達 の賃 金 を圧 迫 しつい に は オ ラ ンダ初 期 資 本 主 義 の生 命 力 を さえ 弱 あ か ね な
か った間 接 消 費 税 を 高 く評 価 して い る ので あ る。 た しか に 彼 の反 独 占論 に は 当時 の新 興 資 本 家 の
もつ た くま し さが み られ る。 しか し彼 の反 独 占論 は 自己 の よ って 立つ 基礎=特 権 都 市 経 済 圏 そ の
もの を徹 底 的 に批 判 しつ くす こと はで き なか った 。 いわ ば彼 の論 は特 権 都 市 内 部で の 、都 市 貴族
と い う特 権 市民 の 一員 と して の性 格 と色 彩 か ら逸 脱 す る こと はで きな か った 。
で は この よ うな 都 市貴 族 は どの よ うな 政 治宗 教 論 を も って い た のか 、第4章 で は これ を コル ネ
リス ・ピー テ ル スゾ ー ン ・ホ ー フ トの論 考 を 中心 に して 分析 され る。 当時 ヨー ロ ッパ 最 大 の 商 業
都 市 ア ム ス テ ル ダム は また ヨー ロ ッパ 最大 の 多 くの異 端 的宗 教 家 の隠 れ家 で あ った 。 この点 で も
ア ム ス テ ル ダ ム はか つて の ア ン トウ ェル ペ ンの 遺産 を 忠 実 に 受継 いで い る。
ホ ー フ トは若 い時 か ら改 革 派 キ リス ト教 に傾 倒 して い った が、 亡 命 生 活 を終 え て ア ム ステ ル ダ
ム に帰 り商 業 を 営 む と と もに 市 参 事会 員 の 一入 と もな った 。 そ して市 域 拡 張 問 題 を 中 心 に した 彼
の 活 躍 か らみ られ た の は 彼 が 政 治 的 に も宗 教 的 に も決 して極 端 を好 ま ない とい う穏 和 な性 格 で あ
った ことで あ る。 この こ とか ら も ホー フ トが典 型 的 な リベ ル テ ィ ン(自 由;中 立 派)で あ った こ
とが 明 らか に な る。 当 時 オ ラ ンダ共和 国 を二 分 しか ね な か った 予 定 説 を め ぐる論争 に も彼 は加 わ
らず 、 ど ち らか とい え ば この 二派 の 中 の穏 健 的 思 想 で あ る ア ル ミニ ウ スの 説 に近 か った。 彼 はホ
マ ー ル派 の極 端 に厳 格 な 予定 説 そ して それ か ら由来 す る教 会 の国 家 か らの 独 立 を 認 め な か った 。
彼 の 恐 れ た の は 宗 派 的 対 立 の 激化 に よ り国 内 が乱 れ、 そ れ を オ ラ ンニ ェ派 、 諸 外 国 勢 力 が 利 用 す
る こ とだ った 。 これ らの ことか ら典 型 的 リベ ルテ イ ンで あ る ホ ー フ トの 政 治 、宗 教論 を綜 合 す る
寛 容論 が生 れ て くる。宗 教 的寛 容 に よ りキ リス ト教 改 革 諸 派 が共 存 す る こ と、 政 治 的 寛 容;妥 協
に よ り各都 市 の都 市 貴族 が そ の特 権iであ る 自治 的 都 市制 度 を守 る こと、 これ が ホ ー フ トの 主 目標
だ った 。 その た め に は好 戦 的 カル ヴ ィ ン派 の主 唱 す る教 会 至上 主 義 は捨 て られ 代 って 世俗 主 権 の
教 会 に対 す る優 位 が 〔世俗 主権 至上 主義 〕当然 と み な さ れ た。 ホ ー フ トの論 旨を み るか ぎ り、 か
つて マ ック ス ・ウ ェ ーバ ー 、 エル ンス ト ・ トレル チ が主 張 した オ ラ ンダ共 和 国 都 市 貴 族 の 人 間 的
教 養 主 義 、 それ に対 す る中産 者 層 カル ヴ ィ ン派 の も った禁 欲 的倫 理 主 義 を 明 らか に 再 確 認 す る こ
とが で きた よ うに思 わ れ る。大 胆 に い うな らア ムス テ ル ダム は商 業 資 本 家 と穏 健 な 改 革 派 キ リス
ト教 め 発 展 に 必 要 で あ った絶 対 的 自由 を惜 しみ な く与 え て い た ので あ る。
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オ ラ ンダ共和 国 の 目 ざま しい繁 栄 は 当時 の 荒廃 した ヨー ロ ッパ の中 で それ を 賛 美 す る人 々、 そ
れ を モ デ ル と して 自国 の経 済 発 展 を 企 て よ うと す る人 々 を生 みだ した 。 第5章 で 扱 う、 オ ー ス ト
リア の 初期 カ メ ラ リス トの第 一 人 者 と い わ れた ヨハ ン ・ヨア ヒム ・ベ ッ ヒヤ ー も そ の中 の一 人 で
あ った。 バ ロ ック的 奇 才 と い わ れ る ベ ッ ヒヤ ー は人 目 を そ ばだ た せ る行 い、 著 作 を 遺 した の で あ
る が 、第5章 で は彼 の 『政 治 論 集』 第3版 と 『道 徳 論 集 』 を 中 心 に 検 討 す る。 こ の う ち前者 で 彼
は荒 廃 した オ ー ス ト リア を再 建 す る こと;「 人 口多 く生 活 資 料 豊 富 」 な 状 態 に 引上 げ る こ とを考
察 す る。 彼 はオ ー ス ト リア に比 較 さ れ る、 繁 栄 した オ ラ ンダ共 和 国 の 経 済 構造 を分 析 した の で あ
る が、 そ こ に彼 の祖 国 と は対 称 的 な経 済 構 造 の 特 徴 を 抽 出 した 。 彼 が 捉 え た経 済 形 態 、 そ れ は多
占 と呼 ばれ る も ので あ った 。 即 ち オ ラ ンダ共 和 国 に お いて は 一 定 の生 活 資 料 に適 正数 以 上 の 人 々
が 殺 到 して い る ので あ る。 それ は これ まで みて きた よ うに、 オ ラ ン ダ初 期 資本 主 義経 済 で は ギ ル
ドその 他 商 業 資 本 家 の 資 本 蓄 積 を 防 げ る よ うな規 制 体 系 が極 め て 弱 く、 この た め 中産 的生 産 者 層
は実質 的 な 低 賃 金 、 高 租 税 に よ って 上 昇 の 機会 を大 幅 に奪 わ れ て い た の で あ る。彼 は この よ うな
構 造 的特 質 に 一 定 の 意 義 を 認 め は す る。 しか しな が ら一旦 外 国 市場 が失 わ れ た場 合 の混 乱 を予 想
して 、 祖 国 ドイ ツ、 オ ー ス トリア は ギ ル ドその他 の規 制 会 社 に よる 秩 序 あ る経 済 構 造 の再 建 を是
と す る ので あ った 。 特異 な 企 業 家 で あ った 彼 は また新 大 陸 に ドィ ッ植 民 地 を開 発 す る こ とを主 張
す るの で あ った が この 事 業 に もオ ラ ンダ商 業資 本 の参 加 を不 可欠 の もの と して い る。 彼 の植 民 地
論 にお いて もベ ッヒ ヤー は オ ラ ンダ人 を す ぐれ て 商業 、航 海 業 に適 した民 族 と して 捉 え 、 ドイ ツ
人 は農 業 に 適 して い るの で この両 者 の 協 同 が必 要 で ある こ とを主 張 す る。 彼 の植 民 地 開 発 論 も農
業 の 自生 的発 展 を 基礎 と す る ア ダ ム ・ス ミス、 ダニ エ ル ・デ フ ォー等 の論 旨 と同 様 の もので あ っ
た 。 理想 家 と も いえ るベ ッ ヒヤー は新 大 陸 に健 全 な キ リス ト教 社 会 を 中心 と す る農 業 国の 発 展 を
予想 した の で あ った 。 この よ うな考 え は べ ッ ヒヤー の賛 美 した オ ラ ンダ共 和 国 の歴 史 と は全 く反
す る もの だ った 。オラ ンダで は農村 工 業 の順 当 な る発 展 が 都 市 の商 業 資 本 家 に よ って 強 制 的 に 歪 め
られ 、 そ の発 展 の成 果 す ら狭 い都 市 内 に押 込 め られ て しま った 。 当時 の政 治 状 況 の た め にオ ラ ン
ダ共 和 国内に集ま った高い生 産 力 も この よ うに して特 権 都 市 に プ ー ル さ れ る こと にな った 。 この た
め再 び発 展 す る ため に は この プー ルか ら出て 生 育 に適 した 新 天 地 を求 め る ことが 必 要 と な っ て
い った 。
い わ ば この よ うな高 い生 産 力 と営 業 の 自 由 と独 占を 当 時 の 秀 れ た 企 業家 が いか に 利 用 し、 か つ
一 国 の発 展 に資 す る こと がで きた のか を 検 討 したの が 第6章 で あ る
。 それ は 南 ネー デ ル ラ ン トか
らの移 民 の一 人 で あ る ル イ ・ ド ・イ ェ ー ル が いか に ア ム ス テ ル ダ ムの 市場 を 利 用 しな が ら 自己 の
事 業 を 拡 大 し、か つ 彼 に と って 第 三 の 故国 と もな った新 興 王 国 ス ウ ェーデ ンの繁 栄 に 与 って 力 あ
ったか がた ど られ る。 北 欧 の 雄 とい わ れ た グ ス タ フ ・ア ドル フに と って 自国 が 強大 に な るた め に
は オ ラ ンダ共 和 国 との 政 治 、 経 済 的 友 好 関 係 の 維 持 が他 の何 物 に も比 して必 要 で あ った 。 オ ラ ン
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ダ人 も亦 デ ンマ ル ク、 ハ ンザ 諸都 市 と 対抗 す る た め に ス ウ ェーデ ンと の同 盟 を渇 望 して いた 。 ル
イ ・ ド ・イ ェール は この 両 国 の 協調 関係 に欠 くこと が で きな か った。 ス ウ ェーデ ンに は未 開 発 の
莫 大 な 鉱物 資 源 が あ り、 南北 ネ ーデ ル ラ ン トル に は 先進 的 な金 属 製 造 業が 発 展 し、 秀れ た金 属 製
造 業職 人 が 多数 存 在 して い た 。 ド・イ ェー ル は オ ラ ンダ連 邦 議 会 と グ ス タ フ ・ア ドル フの 間 の仲
介 人 と して活 躍 しな が ら、 これ ら両 者 を結 合 しよ うと努 力 す る。 彼 は リ ェー ジ地 方 の熟 練職 人 を
ス ウ ェ ーデ ンの 自己 の特 権 マ ニ ュ フ ァ ク チ ャ ー に送 り込 み良 質 の 金 物 、 高 性 能 の 武 器 類 を造 り
だ す 。特 に 後者 は30年 戦 争 の 中 の ス ウ ェーデ ン軍 の活 躍 に絶 対 不 可欠 だ った 。 彼 は また そ れ ら
の 商品 を ア ムス テ ル ダム の 市場 に持 込 み殆 ん ど独 占的 と もい え る強 い 立場 を 利用 す る こ とで 自由
に 市場 を操 作 す る こ とがで きた。 結 局 当時 ヨー ロ ッパ 最 大 の 市場 アム ステ ル ダム に お いて 成 功 を
納 め る こ とが で きた の は彼 が移 住 民 との 人 的 関 係 を 極 めて 巧 み に 利 用 す る こ とが で きた こ とで あ
る。 リェー ジか らの熟 練 職 人 の誘 致 に も彼 が同 郷 人 で あ る ことが 大 きな 有 利 と して働 い て い た 。
ま た ア ム ス テ ル ダム の 市場 で の活 躍 に も資 金 的 に も婚 姻 関係 にお い て も彼 と密 接 な 関係 を もつ よ
うに な って い った大 商 業 資 本 家 エ リア ス ・ トリ ップ との 提携 を 忘 れ る こ とが で きな い。 い わ ば こ
の よ うな同 郷 、血 縁 的 関係 が オ ラ ンダ初 期 資 本 主 義 期 の ア ム ステ ル ダ ムで成 功 を納 め る た め に は
か な り大 き な 要 因 で あ った こ とは 明 らか で あ る。 そ して また 移住 者 の 成功 に は新 しい天 地 が いか
な る社 会 経 済 的 風 土 で あ った か が 大 きな 影 響 力 を もつ の で あ る。
この よ うに オ ラ ンダ初 期 資 本 主 義 は 秀 れ て 商 業資 本 主 義 的 色彩 の濃 い もので あ った。 そ して こ
の 中で 一応 成 功 を納 めて い った とみ られ る ピ ー ター ・ ド ・ラ ・クー ル 、 コル ネ リス ・ピー テ ル ス
ゾ ー ン ・ホ ー フ トそ して ル イ ・ド・イェづレの活 躍 を 眺 め た結 果、 彼 らの活 躍 に は貨 幣 が 、 資 金 が
そ して また 市場 知 識 、 企 業 組 織 力 が 、 さ らに は これ らの 集積 を可 能 と した 都 市貴 族 との 門 閥 的 結
合 が 、 そ して 彼 らの 都 市経 済 の も った 営 業 の 自由 と独 占の しか るべ き利 用 が必 要 で あ った こ とが
解 明 さ れた 。 オ ラ ンダ初 期 資 本 主 義 を 実 際 に 動 か し た彼 らに は、 特 権 者 の もつ よ うにな る これ ら
の有 利 な機 能 が、 体 得 さ れ て い た ので あ る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
1.本 論 文 は16・7世 紀 に お け る ネ ーデ ル ラ ン ト共 和 国 の 経済 構 造 、 お よ び これ と密 接 に 関連
した 政 治経 済 思 想 と経 済 活 動 とを解 明 しよ うと した も ので あ り、 つ ぎ のよ うな構 成 を と って い る。
第1章 オ ラ ンダ共 和 国 の都 市 工業 と都 市貴 族 成 立 に つ いて 一 ホ ラ ン ト州 の 例 一
第2章17世 紀 オ ラ ンダ共 和 国 の 「営 業 の 自由」 に つ いて 一 ピー ター ・ ド ・ラ ・ク ー ル の
『レィデ ン 市 の繁 栄 』 を 中心 に 一
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第3章 ピー ター ・ ド ・ラ ・ク ー ル の反 独 占論 につ いて
第4章 コル ネ リス ・ピー テ ル ス ゾ ー ン ・ホ ー フ トの思 想 に つ いて 一 ア ム ス テル ダ ム都 市 貴族
の 国家 論 と宗 教 論 一
第5章 ヨハ ン ・ヨア ヒム ・ベ ッ ヒヤ ー の経 済 思 想 につ いて 一 オ ー ス トリア とオ ラ ンダ共 和国 一
第6章 ル イ ・ ド ・イ ェール の企 業 活 動 に つい て 一 オ ラ ンダ ・ス ウ ェー デ ン交渉 史 の 一 局 面 一
i6・7世 紀 の ネ ーデ ル ラ ン ト共 和 国 と いえ ば世界 史 上 か つ て 例 を 見 ぬ ほ どの 仲 継 商 業 国 で あ
る が、 上 野 氏 は これ を 「オ ラ ンダ初 期 資 本 主 義 」 と表 現 しつ つ、 その 特 質 を 「営 業 の 自由 と独 占」
お よ び 「生 産 力 の移 植 ・継 承 」 と い う二 つ の視 点 か ら分 析 しよ う と して い る。 まず 本論 文全 体 へ
の序 章 と も い うべ き第1章 で は、 オ ラ ンダ初 期 資 本 主 義 の 経 済 構造 を 特 徴 づ け る 「都 市 工業 の優
位 」 「仲継 商 業 の繁 栄 」 が取 上 げ られ る。 すな わ ち上 野 氏 は 、 オ ラ ンダに お い て も農村 工業 が都
市 の そ れ と対 抗 し うる ほ どの 展 開 を 見 せ た と しな が ら も、 そ う した 動 きが 押 しつ ぶ され た結 果 、
全 経 済 活 動 を都 市 が 吸 収 す るに 至 った 、 と指 摘 す る。 この 点 が 、 都 市 民 に よる 農 村 の 土地 購 入、
『農 村 工業 禁 止 令 』 の施 行 、 な ど の過 程 を た ど る こ とに よ り説 明 され る。 こ う して 工業 都 市 レイ
デ ンと商 業 都 市 ア ム ス テル ダ ムの 全 土 にわ た る優位 が確 立 す る。
第2・ 第3章 は、 一方 の工 業 都 市 レイデ ンに と って の 経済 的 利 害 を 、.大製造 業者 ピー ター ・ド・
ラ ・ク ー ル の主 張 を 通 して 検 討 す る。 レイデ ン毛 織物 工 業 は16世 紀 末 よ り、バ イ ・サ イ等 の製
品 を 中心 に 復 興 して くるが 、 そ こに は ネ ー リング と呼 ば れ る産 業規 制 が お こな わ れ て いた 。 とこ
ろで17世 紀 に入 る と ま もな く、 グ ライ ン ・ラー ケ ン とい った新 織物 が登 場 し、 そ れ を基 盤 とす
る大 製 造 業 者(「 レーデ ル」)が 出現 す る。 こ う した 事態 に対 して小 経 営 は ネ ー リング に依 拠 し
て 営 業 を保 護 す る方 向 へ 動 く。 ド ・ラ ・ク ール は レイデ ン毛織 物 工業 の 国際 的 な競 争 力 を意 識 し
て 、 そ う した小 生 産 者 の 主 張 を非 難 し営 業 の 自由 を説 く。 この対 立 は 、 カ ル ヴ ァ ン派 対 レモ ンス
トラ ン ト派 とい う宗 教 上 の論 争 と も重 な りあ って 、17世 紀 前 半 の ネ ーデ ル ラ ン ト共 和 国で の最
大 の 争 点 とな るの で あ るが 、 す で に状 況 は レー デ ル に と って 有 利 に働 いて い た こと は い うまで も
な い 。 同時 に ド ・ラ ・ク ー ル は ア ムス テ ル ダム を 中心 と す る東 イ ン ド会 社 の商 業 独 占 に も批 判 を
む け、 取 引 の 自由 を 主張 す る が、 他 方 で対 外 的 に は完 成 品 の輸 入 を制 限 して都 市 工 業 の 保 護 を 計
ろ う と した の み な らず 、農 村 工業 に対 して も都 市 工業 の特 権 を維 持 しよ うと す るな ど、 その 思想
に はな お都 市 の独 占 的利 益 を守 ろ うと す る 側面 が 見 られ る。
つ ぎ の第4章 は、 ア ム ステ ル ダム の都 市 貴族 ホ ー フ トの時 論 か ら、 大 商 人 の宗 教 ・国 家 観 を 明
らか に しよ うと して い る。 ホ ー フ トの場 合 も、他 の ア ム ス テ ル ダ ム商 人 と同 様 、 その 信 仰 的 立場
は レ モ ンス トラ ン トよ りも さ らに緩 や か な リベ ル テ ィ ンで あ り、 政 治 的 に も国 民 国 家 統 一 を 目ざ
す小 生 産 者 に対 して都 市 を 中心 と す る地 方 分 権 制 を唱 え て い た。 彼 は 寛 容 論 に 立 って 多 様 な 宗 派
を是 認 し、 ま た世 俗 主 権 の教 会 に対 す る優 位 を主 張 した が 、 その 思 想 は地 方 分 権 制 の も とで の共
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存 を 図 る諸都 市 や 仲継 商 業 活 動 の 自由 を求 め るア ム ステ ル ダム大 商 人 の利 害 に適 うも ので あ った 。
と ころで16・7世 紀 のオ ラ ンダ経済 は、 イ ギ リス な どに は強 力 な ライバ ル と して 目 の かた き
と され て いた が 、 ヨー ロ ッパ の他 の後 進 国 に は モ デ ル と して も映 じて い た 。 第5・ 第6章 は、 ド
イ ツ ・ス ウ ェーデ ンとい った 国 民経 済 の形 成 に もほ ど遠 い よ うな 国 々へ の影 響 を 扱 って い る。 ま
ず 第5章 で は 、 ドイ ツの カ メ ラ リス ト、 ベ ッ ヒヤ ー の経 済 論 が 取 上 げ ら れ、 彼 が オ ラ ンダを 範 と
して30年 戦 争 後 の ドイ ツ領 邦 諸 国 家 の復 興 を説 く様 子 が記 さ れ る。 ベ ッヒヤ ーに よれ ば 、 オ ラ
ンダ と協 力 して そ の圧 倒 的 な 商業 力 を利 用 しつ つ 、 農 業 そ して 製 造 業 を お こす こ とが 貧 しさか ら
の脱 出 の 途 で ある 、 とさ れ る 。第6章 は ス ウ ェーデ ンに移 住 した オ ラ ンダ人 、 ル イ ・ ド ・イ ェ ー
ル の企 業 者 活 動 を テ ー マ と して い る。 ド ・イ ェール は リエ ー ジ地 方 の金 属 工 業 の技 術 を ス ウ ェー
デ ンに導 入 し、30年 戦 争 に さ い して グス タ フ ・ア ドル フ の保 護 を受 け つ つ軍 需 工 業 で 巨 富 を手
に す る。 彼 の 市場 活 動 ・資 金 調 達 能 力 、 企 業 組 織 力 が 詳 述 され 、 当時 の特 権 マ ニ ュ フ ァク チ ュー
ル で は特 異 と も い うべ き経 営 的 成功 を 収 め る様 子 が 紹 介 さ れ る。
五。 近 世 ヨー ロ ッパ に お いて 、 イ ギ リス とは対 照 的 な コー スを た ど った と され る この オ ラ ンダ経
済 に つ いて は 、史 料 の絶 対 的 不 足 も あ って イ ギ リスの 場 合 と較 べ ると研 究 史上 未 開拓 の分 野 が あ
ま りに も大 きい の が 実 状 で あ った 。 本 論 文 は 、地 味 な 作 業 を 重 ね る こと に よ って、 重 要 で は あ る
が ほ とん ど手 を つ け られ て こな か っ たオ ラン ダ経 済 史研 究 に新 領 域 を 切開 い て い った、 と評 価 で
き る。 と りわ け 「営 業 の 自 由 と独 占」 とい う点 か ら整 理 した ピー ター ・ド ・ラ ・ク ール の経 済 論
は、 この 時 期 の オ ラ ンダ経済 の特 質 を理 解 す る 上 で不 可欠 の研 究 と考 え られ る。 また これ ら の研
究 に あた って 、 極 端 な 史 料 不 足 を カバ ー す る に 、 当時 の オ ラ ンダ経 済 を さ ま ざ まな 意 味 で 代 表 し
た 人 々の思 想 や 活 動 を 通 して 迫 ろ う と して い る ので あ り、 ここ に も上 野 氏 の歴 史 家 と して の 素質
を うか が うこ とが で き る。 さ らに 自 ら発 掘 した 史実 を忠 実 に取 上 げ よ う と して い る点 に も、 われ
わ れ は好 印 象 を 抱 い た 。 また 本論 文 の 内容 に そ く して 言 うと、 移 民 とい う形態 で の 技術(生 産 力)
の 移 殖 ・継 承 は 、従 来 注 目 され る こ とが少 な か った と は い え 、 当時 の オ ラ ンダ さ らに は ヨー ロ ッ
パ 経 済 に と って の 大 問 題 で あ り、 南 ネ ーデ ル ラ ン トで 開花 した同 一 の 技 術 が レイデ ン、 北 ネ ーデ
ル ラ ン ト、 オ ー ス ト リア、 ス ウ ェー デ ンと い う異 な った 国 々で 、 「営 業 の 自由 と独 占」 の 問 題 と
絡 ま りあ い つ つ 、 さま ざ まな形 態 の経 済発 展 を生 み だ して い った と い う点 につ い て も、 興 味深 い
結 果 を 示 して い る。
も ち ろん 本論 文 に も未 熟 な 点 が あ る 。 と くに第1章 で 取 上 げた 「オ ラ ンダ初 期 資 本 主 義 」 の経
済 構造 形 成 に さい して の 諸 要 因 に つ い て は検 討 の余 地 が あ ろ う し、 ア ム ス テル ダ ム と レイ デ ンと
の 利 害 が 対 立 して くる背 景 に つ い て も、 な お説 明 を要 す る で あ ろ う。 こ う した 弱 点 は 、17世 紀
オ ラ ンダ経 済 へ の 明解 な 展 望 に や や欠 け る と い う意 味 で 、後 続 諸 章 間 の有 機 的 関 連 が必 ず しも明
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確でないという点にも影響 している。またいくつかの学問領域にまたがる本論文のような研究に
おいては、政治史 ・思想史等隣接科学の成果を批判的に摂取することが必須 と考えられるが、 こ
の点たとえば思想の取上げ方などには未整理な面が残 されており、豊富な史実を生かしきってい
ないきらいもある。
これらの問題点を指摘 しうるとして もなお、本論文はオランダ経済史についての基礎研究とし
て貴璽なものであることを失なわない。
以上審査 した結果によって、本論文の提出者は経済学博士の学位を授与されるに十分な資格を
もつものと認める。
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